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【添付資料-7：騒音に関する調査・予測・評価】 

１．環境の現況 

① 調査内容 

事業計画地周辺の道路交通騒音の現況を把握するために、事業実施計画に基づき車両の主要な

走行ルートのうち、周辺環境に及ぼす影響が高いと想定される地点の道路交通騒音の調査を行っ

た。 

調査概要は表7.1.1に、道路交通騒音及び交通量調査地点は図7.1.1に示すとおりである。 

 

表7.1.1 調査概要 

項目 調査手法 調査地点数 調査期間 

道路交通騒音 

（等価騒音レベル） 

JIS Z 8731「環境騒音の表示・測

定方法」及び「騒音に係る環境基

準の評価マニュアル」に定める方

法 

4地点 

 
1回（平日） 

24時間連続 

交通量 大型車、小型車及び二輪車 

 

 

 

② 調査期日 

道路交通騒音及び交通量は表7.1.2に示す期日に実施した。 

 

表7.1.2 調査期日 

調査地点 項目 期日 

ST-1 
道路交通騒音 

(等価騒音レベル)

交通量 

平成29年5月10日（水）12時～5月11日（木）12時 

ST-2 

平成29年11月9日（木）12時～11月10日（金）12時 ST-3 

ST-4 
注）ST-1は事前配慮書段階で調査 
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図 7.1.1 道路交通騒音及び交通量調査地点  
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③ 調査結果 

道路交通騒音の調査結果は表7.1.3、交通量調査結果は表7.1.4のとおりである。 

道路交通騒音はST-1の昼間、夜間、ST-3の夜間が環境基準を超過していた。 

交通量は、ST-1の昼間が約15,000台、夜間が約1,000台、ST-2の昼間が約9,600台、夜間が約400

台、ST-3の昼間が約16,000台、夜間が約1,300台、ST-4の昼間が約13,000台、夜間が約1,400台で

あり、交通量の大半を昼間の時間帯が占めている。 

 

表7.1.3 道路交通騒音調査結果 

項目 地点 時間区分
測定結果

(dB) 

環境基準

(dB) 
適：〇 否：× 

道路交通騒音 

(等価騒音レベル) 

ST-1 
昼間 66.7 65 × 

夜間 60.5 60 × 

ST-2 
昼間 58.7 70 〇 

夜間 50.9 65 〇 

ST-3 
昼間 68.6 70 〇 

夜間 65.7 65 × 

ST-4 
昼間 68.6 70 〇 

夜間 63.3 65 〇 

注）区分～昼間：6時から 22 時、夜間：22 時から翌 6時 

ST-1 は事前配慮書 No.5 と同じ地点 

 

 

表7.1.4 交通量調査結果 

地点 時間区分 
大型車類

(台) 

小型車類

(台) 

合計 

（台） 

二輪車 

(台) 

大型車 

混入率 

（%） 

ST-1 
昼間 1,311 13,976 15,287 614 8.6 

夜間 101 972 1,073 94 9.4 

ST-2 
昼間 575 9,061 9,636 210 6.0 

夜間 39 386 425 37 9.2 

ST-3 
昼間 1,054 14,929 15,983 471 6.6 

夜間 149 1,200 1,349 80 11.0 

ST-4 
昼間 1,494 11,359 12,853 421 11.6 

夜間 215 1,152 1,367 63 15.7 

注）時間区分～昼間：6時から22時、夜間：22時から翌6時 

大型車混入率～大型車類／合計 
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２．予測・評価 

① 工事用車両の走行に伴う騒音の影響 

(1) 予測 

1) 予測内容 

建設工事における工事用車両の走行に伴う等価騒音レベルを予測した。 

予測内容を表7.2.1に示す。 

 

表7.2.1 工事用車両の走行に伴う騒音の予測内容 

予測項目 等価騒音レベル （LAeq） 

予測対象時期 工事用車両の走行台数が最大となる時期 

 

2) 予測地域及び位置 

予測地域は、事業計画地周辺とした。また、予測位置は、事業計画地周辺の代表的な地点として

沿道環境の現況調査位置と同地点とした。 

工事用車両の走行に伴う騒音の予測地点を図7.2.1に示す。 
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図7.2.1 工事用車両の走行に伴う騒音の予測地点  
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3) 予測方法 

ア 予測手順 

工事用車両の走行に伴う道路交通騒音については、「道路環境影響評価の技術手法(平成24年度

版）」（平成25年3月 国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人土木研究所）に基づき、

図7.2.3に示す手順により、工事用車両の走行に伴う等価騒音レベル（LAeq）を算出することによっ

て予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7.2.3 工事用車両の走行に伴う道路交通騒音の予測手順 

 

イ 予測式 

予測は、既存道路の現況の等価騒音レベル（LAeq）に、工事用車両の影響を加味した次式により

行った。 

 

  101010
10

,,, 101010log10 RAeqHCAeqRAeq LLL

AeqAeq

L

LLL
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ここで、 

※

AeqL  ：現況の等価騒音レベル（dB） 

RAeqL ,  ：現況の交通量から、「ASJ RTN-Model 2013」（(社)日本音響学会）を用いて 

求められる等価騒音レベル（dB） 

HCAeqL , ：工事用車両の交通量から、「ASJ RTN-Model 2013」（(社)日本音響学会） 

     を用いて求められる等価騒音レベル（dB） 

 

  

現況等価騒音レベル 

LAeq
※ 

現況の交通条件 

（交通量、走行速度）

工事用車両の交通条件 

（交通量、走行速度） 

現況の交通による 

等価騒音レベル 

LAeq,Rの計算 

工事用車両の走行による 

等価騒音レベル LAeq,HCの計算 

工事用車両の負荷分による等価騒音レベルの増加 

ΔL 

工事用車両走行時の等価騒音レベル 

LAeq＝LAeq
※+ΔL 
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また、ASJ RTN-Model 2013による等価騒音レベルの計算は、次式を用いて行った。 

 

ここで  
LA,i 

 
：ｉ番目の音源位置から予測点に伝搬する騒音のＡ特性 

音圧レベル（dB） 
LWA,i 

 
：ｉ番目の音源位置における自動車走行騒音のＡ特性音響 

パワーレベル（dB） 
ri ：ｉ番目の音源位置から予測点までの直達距離（ｍ） 

ΔLgrnd ：地表面効果による減衰に関する補正量（dB） 

ΔLair ：空気の音響吸収による減衰に関する補正量（dB） 

 

 

ここで 

ΔLgrnd,i ：i番目の地表面による減衰に関する補正量（dB） 

Ki ：i番目の地表面による超過減衰に関する係数 

ｒi ：i番目の地表面上の伝搬距離（ｍ） 

ｒc,i ：i番目の地表面による超過減衰が生じ始める距離（ｍ） 

 

 

ここで 

ｒ ：音源から予測点までの距離（ｍ） 

 

 

 
ここで 

ｒ ：音源から予測点までの距離（ｍ） 
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ウ 予測条件 

(ｱ) 道路条件 

予測地点における道路断面構造を図7.2.4に示す。 

 

ST-1 

 

ST-2 

 

ST-3 

 

ST-4 

 

図7.2.4 道路断面構造 

 

(ｲ) 予測時期 

予測時期は、建設工事期間における工事用車両の通行が最大となる、建設工事開始から32ヶ月

目を対象とした。 

 

(ｳ) 工事用車両の走行時間 

工事用車両が走行する時間は、昼間の13時間（6:00～19:00）とした。 
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(ｴ) 交通量 

現況の交通量は現地の実測結果を用いた。 

予測に用いた車両台数は、工事計画をもとに表7.2.2のとおり設定した。予測は昼間（6:00～

22:00）の16時間の交通量に対して行うものとし、いずれの予測地点においてもすべての工事用車

両が往復するものと想定した。 

なお、地点ST-2については大型工事車両の通行を禁止することから、小型車のみを条件とし設

定した。 

 

 

表7.2.2 予測に用いた工事用車両台数 

単位：台 

時刻 
工事入場台数 工事出場台数 

大型車 小型車 大型車 小型車 

 6：00～ 7：00 25 0 0 0 

 7：00～ 8：00 40 210 0 0 

 8：00～ 9：00 0 0 0 0 

 9：00～10：00 25 0 30 0 

10：00～11：00 25 0 30 0 

11：00～12：00 20 0 30 0 

12：00～13：00 0 0 0 0 

13：00～14：00 20 0 25 0 

14：00～15：00 20 0 25 0 

15：00～16：00 20 0 25 0 

16：00～17：00 15 0 30 40 

17：00～18：00 0 0 15 100 

18：00～19：00 0 0 0 70 

合計 210 210 210 210 

注）小型車は通勤車両を含む。 
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(ｵ) 自動車騒音パワーレベル 

自動車騒音の非定常走行部におけるパワーレベルLWA（1台の車から発生する平均パワーレベル

(dB)）の算出は、「日本音響学会誌70巻4号（2014）道路交通騒音の予測モデル“ASJ RTN-Model 2013”」

（2014年4月 日本音響学会）に基づき、表7.2.3のとおり算定した。 

 

表7.2.3 自動車騒音パワーレベルの算定式 

区分 算定式 

自動車騒音パワーレベルの算定式 
大型車類：LWA=53.2+10log10V+C 

小型車類：LWA=46.7+10log10V+C 

記号説明 

LWA ：自動車騒音パワーレベル（dB） 

V  ：平均走行速度（km/h） 

C  ：各種要因による補正項 

 

ここで 

ΔLsurf ：排水性舗装等による騒音低減に関する補正量（dB） 

ΔLgrad ：道路の縦断勾配に関する補正量（dB） 

ΔLdir ：自動車走行音のし好性に関する補正量（dB） 

ΔLetc ：その他の要因に関する補正量（dB） 

 

(ｶ) 平均走行速度 

予測に用いた平均走行速度は、調査地点の道路に示されている制限速度とし、予測に用いた平均

走行速度を表7.2.4に示す。 

 

表7.2.4 予測に用いた平均走行速度 

予測地点 区分 走行速度(km/時)

ST-1 

平日 50 
ST-2 

ST-3 

ST-4 

 

(ｷ) 予測位置及び高さ 

予測位置は道路断面における官民境界の位置とし、予測高さは地上1.2mとした。 

  

 surf grad dir etcC ΔL ΔL ΔL ΔL   
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エ 予測結果 

工事用車両の走行に伴う等価騒音レベルの予測結果を表7.2.5に示す。 

現況交通量に工事用車両を付加した場合の等価騒音レベルは、60～70dBとなった。 

また、工事用車両による等価騒音レベルの増加分は、最大で1dBとなった。 

 

表7.2.5 工事用車両の走行に伴う等価騒音レベル(LAeq)の予測結果 

単位：dB 

予測地点 
時間 

区分 

現況 

等価騒音レベル
予測結果 

工事用車両に

よる増加分 
環境基準 

ST-1 昼間 67 67 0 65 

ST-2 昼間 59 60 1 70 

ST-3 昼間 69 70 1 70 

ST-4 昼間 69 70 1 70 

 

 

(2) 環境保全措置 

本事業では、工事用車両の走行による環境への負荷の一層の低減に向けて、以下の措置を講じ

る計画である。 

・工事用車両については、積載量や走行速度等の交通法規を遵守し、アイドリングストップの

励行や空ぶかしを行わない等、自動車騒音の軽減に努める。 

・工事用車両の走行にあたっては、安全運転の励行及び車両管理を徹底する。また、沿道の通

行時間帯の分散に努めるとともに、走行ルートの徹底を指導することにより沿道騒音への影

響を軽減する。 

 

(2) 評価 

1) 評価の方法 

工事用車両の走行に伴う騒音の影響の評価は、道路交通騒音に係る環境影響が、「環境基準」等

の基準または目標と調査及び予測の結果との間に整合が図られているかどうか等を参考に、事業者

により実行可能な範囲内において環境影響が回避または低減されているかどうか、を判定する方法

により行った。 

 

2) 評価の結果 

工事用車両の走行による騒音の影響は、寄与レベルが最大で1dB、最小で0dBであり、現況にお

いて環境基準を超過しているST-1以外は、環境基準を下回ると予測する。 

本事業の実施にあたって、積載量や走行速度等の交通法規を遵守し、アイドリングストップの

励行や空ぶかしを行わない等、自動車騒音の軽減に努めるとともに、安全運転の励行及び車両管

理を徹底する。また、沿道の通行時間帯の分散に努めるとともに、走行ルートの徹底を指導する

などの措置を講じる。 

以上より、本事業における工事用車両による騒音への環境影響は、実行可能な範囲内で環境へ

の影響を回避・低減していると評価する。  
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② 供用後の施設関係車両の走行に伴う騒音の影響 

(1) 予測 

1) 予測内容 

供用後の施設関係車両の走行に伴う等価騒音レベルを予測した。 

予測内容を表7.2.6に示す。 

 

 

表7.2.6 供用後の施設関係車両の走行に伴う騒音の予測内容 

予測項目 等価騒音レベル（LAeq） 

予測対象時期 施設関係車両の走行台数が定常的となる時期 

 

2) 予測地域及び位置 

予測地域は、事業計画地周辺とした。また、予測位置は、事業計画地周辺の代表的な地点とし

て沿道環境の現況調査位置と同地点とした。 

供用後の施設関係車両の走行に伴う騒音の予測地点を図7.2.5に示す。 
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図7.2.5 供用後の施設関係車両の走行に伴う騒音の予測地点  
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3) 予測方法 

ア 予測手順 

供用後の施設関係車両の走行に伴う道路交通騒音については、工事用車両の走行と同様の手順に

より等価騒音レベル（LAeq）を予測した。 

 

イ 予測式 

予測式は、工事用車両の走行と同様である。 

 

ウ 予測条件 

(ｱ) 道路条件 

予測地点における道路断面構造は図7.2.6に示すとおりである。 

なお、道路の舗装はすべて密粒舗装とした。 

 

ST-1 

 

ST-2 

 

ST-3 

 

ST-4 

 

図7.2.6 予測地点における道路断面構造  
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(ｲ) 予測時期 

予測時期は、供用後の施設関係車両の走行台数が定常的となる時期とした。 

 

(ｳ) 施設関係車両の走行時間 

施設関係車両が走行する時間は、24時間とした。 

 

(ｴ) 交通量 

現況の交通量は現地の実測結果を用いた。 

予測に用いる車両台数は、事業計画をもとに供用後の方向別車両台数を表7.2.7のとおり設定し

た。予測は24時間の交通量について行うものとし、いずれの予測地点においてもすべての供用後の

施設関係車両が往復するものと設定した。 

 

表7.2.7(1) 供用後の方向別車両台数 

ST-1 方向 

施設入台数 施設出台数 

大型車類 
小型車類 

大型車類 
小型車類 

輸送車 配送車 輸送車 配送車 

0：00～ 1：00 14 10 8 30 22 17

1：00～ 2：00 12 8 8 14 10 8

2：00～ 3：00 10 6 6 13 10 8

3：00～ 4：00 18 14 10 13 10 8

4：00～ 5：00 15 13 9 21 15 11

5：00～ 6：00 26 20 17 13 11 8

6：00～ 7：00 42 31 19 20 16 12

7：00～ 8：00 63 47 36 18 14 11

8：00～ 9：00 90 68 58 58 44 26

9：00～10：00 55 41 28 47 35 19

10：00～11：00 52 39 28 44 34 22

11：00～12：00 47 35 22 50 37 24

12：00～13：00 44 33 26 40 30 19

13：00～14：00 37 28 19 50 37 25

14：00～15：00 49 37 25 50 37 27

15：00～16：00 47 35 23 42 31 23

16：00～17：00 42 32 25 47 35 24

17：00～18：00 30 22 18 48 36 36

18：00～19：00 32 24 18 58 44 44

19：00～20：00 24 18 14 34 26 22

20：00～21：00 15 11 8 40 29 25

21：00～22：00 13 10 8 16 12 9

22：00～23：00 13 10 8 23 17 13

23：00～ 0：00 20 16 12 21 16 12

合計 810 608 453 810 608 453
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表 7.2.7(2) 供用後の方向別車両台数 

ST-2 方向 
施設入台数 施設出台数 

配送車 小型車類 配送車 小型車類 

0：00～ 1：00 18 13 15 10 

1：00～ 2：00 14 10 19 13 

2：00～ 3：00 19 13 19 14 

3：00～ 4：00 18 11 16 12 

4：00～ 5：00 16 13 18 12 

5：00～ 6：00 11 9 18 18 

6：00～ 7：00 12 10 22 22 

7：00～ 8：00 9 7 13 11 

8：00～ 9：00 6 4 15 13 

9：00～10：00 6 4 6 5 

10：00～11：00 6 4 8 7 

11：00～12：00 8 6 8 6 

12：00～13：00 5 4 11 9 

13：00～14：00 4 4 5 4 

14：00～15：00 3 3 6 4 

15：00～16：00 7 6 6 4 

16：00～17：00 6 5 8 6 

17：00～18：00 10 9 5 4 

18：00～19：00 16 10 8 6 

19：00～20：00 24 18 7 6 

20：00～21：00 34 29 22 13 

21：00～22：00 20 14 18 10 

22：00～23：00 20 14 17 11 

23：00～ 0：00 18 11 19 13 

合計 310 231 309 233 

 

表 7.2.7(3) 供用後の方向別車両台数 

ST-3 方向 
施設入台数 施設出台数 

配送車 小型車類 配送車 小型車類 

0：00～ 1：00 3 3 3 2 

1：00～ 2：00 3 2 4 3 

2：00～ 3：00 4 3 4 3 

3：00～ 4：00 4 2 3 2 

4：00～ 5：00 3 3 4 2 

5：00～ 6：00 2 2 4 4 

6：00～ 7：00 2 2 4 4 

7：00～ 8：00 2 1 3 2 

8：00～ 9：00 1 1 3 3 

9：00～10：00 1 1 1 1 

10：00～11：00 1 1 2 1 

11：00～12：00 2 1 2 1 

12：00～13：00 1 1 2 2 

13：00～14：00 1 1 1 1 

14：00～15：00 1 1 1 1 

15：00～16：00 1 1 1 1 

16：00～17：00 1 1 2 1 

17：00～18：00 2 2 1 1 

18：00～19：00 3 2 2 1 

19：00～20：00 5 4 1 1 

20：00～21：00 7 6 4 3 

21：00～22：00 4 3 4 2 

22：00～23：00 4 3 3 2 

23：00～ 0：00 4 2 4 2 

合計 62 49 63 46 
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表 7.2.7(4) 供用後の方向別車両台数 

ST-4 方向 
施設入台数 施設出台数 

配送車 小型車類 配送車 小型車類 

0：00～ 1：00 13 9 11 7 

1：00～ 2：00 11 7 14 9 

2：00～ 3：00 14 9 14 10 

3：00～ 4：00 13 9 13 9 

4：00～ 5：00 12 10 13 10 

5：00～ 6：00 9 7 14 14 

6：00～ 7：00 10 7 17 17 

7：00～ 8：00 6 6 10 9 

8：00～ 9：00 4 3 12 9 

9：00～10：00 4 3 5 3 

10：00～11：00 4 3 6 5 

11：00～12：00 6 5 5 4 

12：00～13：00 4 3 9 6 

13：00～14：00 3 2 4 3 

14：00～15：00 2 2 4 3 

15：00～16：00 6 4 4 3 

16：00～17：00 5 3 6 5 

17：00～18：00 7 6 4 3 

18：00～19：00 13 7 6 4 

19：00～20：00 18 15 6 4 

20：00～21：00 26 22 17 10 

21：00～22：00 16 11 13 7 

22：00～23：00 15 10 13 9 

23：00～ 0：00 13 9 14 10 

合計 234 172 234 173 

 

 

(ｵ) 自動車騒音パワーレベル 

自動車騒音の定常走行部におけるパワーレベルLWA（1台の車から発生する平均パワーレベル(dB)）

の算出方法は、工事関係車両の走行と同様である。 

なお、供用後の排水性舗装路面に関する補正量は表 7.2.8 のとおりである。 

 

表 7.2.8 排水性舗装路面に関する補正量 

区分 算定式 

排水性舗装路面に関する補正量 
大型車類：ΔLsurf=-3.9+3.6log10(y+1) 

小型車類：ΔLsurf=-5.7+7.3log10(y+1) 

 

ここで 

y ：施工後の経過時間（年） 

 

(ｶ) 平均走行速度 

予測に用いる平均走行速度は、工事関係車両の走行と同様である。 

 

(ｷ) 予測位置及び高さ 

予測位置は道路断面における官民境界の位置とし、予測高さは地上1.2mとした。 
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エ 予測結果 

供用後の施設関係車両の走行に伴う等価騒音レベルの予測結果を表7.2.9に示す。 

現況交通量に施設関係車両数を付加した場合の等価騒音レベルは、昼間が60～69dBであり、夜間

が54～66dBとなり、等価騒音レベルの増加分はST-1の昼間が2dB、ST-2の夜間が4dBと最大となった。 

なお、ST-1について排水性舗装の敷設とした場合、現況の騒音レベルより昼間、夜間とも-2dB低

下した。 

 

表7.2.9 供用後の施設関係車両の走行に伴う等価騒音レベル（LAeq）の予測結果 

単位：dB 

予測地点 
時間 

区分 

現況 

等価騒音レベル
予測結果 

施設関係車両

による増加分
環境基準 

ST-1 
昼間 67 69(65) 2(-2) 65 

夜間 61 63(59) 2(-2) 60 

ST-2 
昼間 59 60 1 70 

夜間 51 54 4 65 

ST-3 
昼間 69 69 0 70 

夜間 66 66 0 65 

ST-4 
昼間 69 69 0 70 

夜間 63 64 1 65 

注 1）ST-1 は現状の道路端における騒音レベルを現況の値とした。 

注 2）ST-1 の（）内は排水性舗装とした場合の予測結果である。 

 

 

 (2) 環境保全措置 

本事業では、施設関係車両の走行による環境への負荷の一層の低減に向けて、以下の措置を講

じる計画である。 

・有野藤原線の舗装を排水性舗装として施工する。 

・施設関係車両については、積載量や走行速度等の交通法規を遵守し、アイドリングストップ

の励行や空ぶかしを行わない等、自動車騒音の軽減に努める。 

・施設関係車両の走行にあたっては、安全運転の励行及び車両管理を徹底する。また、沿道の

通行時間帯の分散に努め、沿道騒音への影響を軽減する。 

・施設関係車両のうち大型車両の輸送車については、道路に面する住居の無い市道有野藤原線

を東側に向かうルートの走行を徹底する。 

・騒音防止のため4車線道路では中央寄りの車線を走行するよう徹底させる。 

・従業員の自家用車による出勤を極力減らし、自転車や公共交通機関（バス）の利用を促進す

る。 

・輸送の効率化等により施設への入出庫台数の低減を図るようテナント業者に対して指導する。 

・夜間の配送は、特に民家等に配慮した運転をするようテナント業者に対して指導する。 
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(3) 評価 

1) 評価の方法 

供用後の施設関係車両の走行に伴う騒音の影響の評価は、道路交通騒音に係る環境影響が、「環

境基準」等の基準または目標と調査及び予測の結果との間に整合が図られているかどうか等を参考

に、事業者により実行可能な範囲内において環境影響が回避または低減されているかどうかを判定

する方法により行った。 

 

2) 評価の結果 

施設関係車両の走行による騒音の影響は、現況において環境基準を超過しているST-1の昼間及

び夜間、ST-3の夜間以外は昼間、夜間とも環境基準を下回ると予測される。なお、ST-1について

は、事業の実施により有野藤原線を排水性舗装とすることで、密粒舗装による騒音レベルより低

くなり環境基準を下回るものと考えられ、ST-3についても現況非悪化と予測される。 

本事業の実施にあたって、積載量や走行速度等の交通法規を遵守し、アイドリングストップの

励行や空ぶかしを行わない等、自動車騒音の軽減に努めるとともに、騒音防止のため中央寄りの

車線を走行や、輸送の効率化等により施設への入出庫台数の低減を図るようテナント業者に対し

て指導するなどの措置を講じる。 

以上より、本事業における供用後の施設関係車両の走行による騒音への環境影響は、実行可能

な範囲内で環境への影響を回避・低減していると評価する。 
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